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町
の
室
関
口
の
澗
沼
橋
(
平
戸
橋
)

と
海
門
橋
に
¥
町
の
新
し
い
顔
と
な
る

ゲ
ー
ト
サ
イ
ン
ガ
完
成
し
ま
し
だ
。

本
町
を
訪
れ
る
だ
く
さ
ん
の
人
々
の

歓
迎
や
¥
自
的
地
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
¥
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
サ
イ
ン

の
整
備
を
す
る
だ
め
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
¥
平
成
6
年

度
事
業
と
し
て
¥
潤
沼
橋
(
平
戸
橋
)
と

粗
門
構
の

2
ケ
所
に
ゲ
ト
サ
イ
ン
。

大
洗
駅
前
に
案
内
サ
イ
ン
ペ
|
基
。
酒
沼

橋
(
平
一
戸
橋
)
よ
り
大
洗
田
内
へ
入
つ

疋
最
初
の
信
号
機
性
近
巳
誘
導
サ
イ
ン

ペ
|
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

酒
沼
橋
(
平
戸
橋
)
に
造
ら
れ
だ
ゲ

ト
サ
イ
ン
は
¥
高
さ

9
メ
ト
ル
¥

5
本
の
チ
タ
ン
ポ
ー
ル
材
で
造
ら
れ
¥

帆
の
形
を
想
像
さ
せ
ら
れ
る
ゲ
ー
ト
サ

イ
ン
で
す
。

海
門
橋
に
は
¥
高
さ
叩
メ
ト
ル
の

ガ
ラ
ス
材
と
戸
ル
ミ
材
を
使
つ
疋

3
本

の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
で
¥
ガ
ラ
ス
材
の

深
緑
色
ガ
町
を
罰
れ
る
人
々
を
や
さ
し

く
迎
え
て
い
ま
す
。

町
の
入
口
に
建
て
ら
れ
疋
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
イ
ン
は
¥
夜
は
ラ
イ
ト
戸
ツ
ブ
さ

れ
¥
一
段
と
素
晴
ら
し
い
景
観
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
洗
駅
前
に
設
置
さ
れ
だ
案
内
サ
イ

ン
は
¥
町
の
主
な
施
設
を
力
ラ
|
パ
ネ

ル
上
に
¥
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
¥
ト
「

駅
か
ら
の
町
内
移
動
に
役
立
つ
こ
と
で
キ

し

よ

う

。

一

日

ま
だ
¥
誘
導
サ
イ
ン
は
¥
パ
ネ
ル
戸
キ

ル
ミ
に
目
的
地
を
記
し
¥
買
や
す
く
¥
一
[

わ
か
り
や
す
く
を
自
的
に
¥
高
さ
ア
メ
キ

ー
ト
ル
の
位
置
へ
取
ぱ
け
ら
れ
¥
今
後
ヰ

は
一
計
画
的
に
町
内
各
所
へ
設
置
す
る
こ
羊

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ヰ

こ
の
サ
イ
ン
ガ
新
し
い
町
の
シ
ン
ボ
仁

ん
と
し
て
¥
た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
は
一

じ
め
¥
由
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
ド

こ

と

で

し

ょ

う

。

キ

な
お
¥
と
れ
ら
の
整
備
に
あ
疋
っ
て
戸

は
¥
(
財
)
日
本
宝
く
じ
協
会
か
ら
の
補
キ

罰
金
、
ガ
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
去
、

d匙申fLの形をイメージしたj国沼橋のゲートサイン
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新
緑
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
全

国
の
水
回
は
田
植
え
が
終
わ
っ
て

緑
一
色
に
な
り
ま
す
。
列
車
の
窓

か
ら
見
る
田
園
風
景
は
、
日
本
の

初
夏
の
風
物
詩
と
い
え
ま
す
。

最
近
の
子
ど
も
(
特
に
都
会
の

子
ど
も
)
は
、
田
植
え
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
少
な
い

の
で
、
米
は
自
然
に
生
え
て
く
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
子
も
い
る

よ
う
で
す
。
た
し
か
に
田
植
、
え
が

機
械
化
さ
れ
、
連
休
な
ど
を
利
用

し
て
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
う
の

で
、
見
る
機
会
も
減
っ
た
の
で
し

ト
ふ
、
「
ノ
。ひ
と
昔
前
は
、
田
植
え
は
田
の

神
に
奉
仕
す
る
、
農
家
の
神
聖
な

一
大
行
事
で
し
た
。
早
乙
女
と
呼

ば
れ
る
女
性
た
ち
が
、
紺
が
す
り

の
着
物
に
赤
い
帯
、
赤
い
た
す
き

に
手
匹

γ
時
開
、
新
し
い
事
館
と

い
う
装
い
で
、
並
ん
で
回
に
入
り

苗
を
植
え
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
、

こ
の
と
き
ば
か
り
は
早
乙
女
で
す
。

大
勢
の
女
性
が
閉
じ
格
好
を
し
て

横
に
並
ん
で
首
を
植
え
て
い
く
様

は
圧
巻
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際

は
水
田
に
入
っ
て
、
足
を
取
ら
れ

な
が
ら
の
作
業
な
の
で
重
労
働
だ

っ
た
の
で
す
。
い
ま
で
は
、
早
乙

女
に
よ
る
田
植
え
は
、
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
程
度
で
斗
9
1

秋
の
収
穫
を
迎
え
る
ま
で
、
米

は
八
十
八
回
手
が
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
俳
句

の
季
語
に
も
田
植
え
以
外
に
、
代

品
町
長
己
や
回
一
掛
き
、
臨
草
取
り
な
ど
、

稲
作
に
関
係
の
あ
る
一
言
葉
が
多
い

の
で
す
。
さ
て
、
五
月
は
「
消
費
者
月
間
L

で
す
。
物
を
売
っ
た
り
貰
っ
た
り

す
る
消
費
に
つ
い
て
、
考
え
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
一
人
一
人
が

か
賢
い
消
費
者
。
と
な
り
、
悪
質

業
者
の
被
答
に

遭
わ
な
い
よ
う
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町
で
は
、
県
の
環
境
美
化
の
日
に
合

せ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
空
き
缶

等
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
毎
年
笑
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
空
き
缶
等

の
散
乱
が
包
に
つ
く
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
町
の
快
適
な

生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
空
き
缶
・

空
き
瓶
・
た
ば
こ
の
吸
が
ら
・
チ
ュ
ー

イ
ン
ガ
ム
の
か
み
か
す
な
ど
の
「
ポ
イ

捨
て
」
行
為
に
対
し
て
、
罰
金
を
含
め

た
「
大
洗
町
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
防

止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

ポ
イ
捨
て
行
為
は
、
美
し
い
町
を
形

成
す
る
上
で
、
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

空
き
缶
等
の
散
乱
の
現
状
を
見
る
と
安

易
に
ポ
イ
捨
て
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す。
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
問
題
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
、
事
業
者
の
皆

さ
ん
、
土
地
の
点
有
者
な
ど
、
全
員
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
解

決
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
事
業
者
の
責
務
を
よ

り
明
雄
に
規
定
す
る
と
供
に
、
心
な
い

者
の
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
意
識
の
改
革

と
実
効
性
の
あ
る
環
境
美
化
対
策
を
展

開
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
7
年
7
月
1
日
か
ら
施
行
に
な

り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
や
、
観
光
客
な
ど

が
戸
外
で
自
ら
発
生
し
た
空
き
缶
等
の

ゴ
ミ
は
、
捨
て
な
い
で
持
ち
帰
る
か
、

定
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
箱
等
の
回
収
容
器
へ

入
れ
ま
し
ょ
う
。

飲
食
物
の
容
器
(
缶
・
瓶
類
)
ま
た

は
か
ム
や
た
ば
こ
な
ど
を
製
造
し
た
り

販
売
し
た
り
す
る
事
業
者
は
、
消
費
者

に
対
し
て
ポ
イ
捨
て
防
止
禁
止
の
呼
び

掛
け
を
す
る
と
と
も
に
、
空
き
缶
な
ど

を
回
収
す
る
容
器
を
設
置
し
て
、
そ
の

容
器
の
適
正
な
管
理
を
行
い
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者

は
、
そ
の
土
地
を
清
潔
に
保
持
す
る
と

と
も
に
空
き
缶
等
(
ゴ
ミ
)
の
散
乱
防

止
を
図
る
た
め
回
収
容
器
を
設
遣
す
る

な
ど
、
捨
て
ら
れ
な
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
、
つ
。

美
観
保
全
重
点
区
域
内
に
お
い
て
、

空
き
缶
等
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
を
行
っ
た

者
は
、

3
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
業
者
は
美
観
保
全
重
点
区
域
内
に

お
い
て
、
自
動
販
売
機
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
町
に
届
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
費
者
に
対
す

る
啓
発
、
回
収
容
器
の
設
置
及
び
適
正

な
管
理
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
違

反
し
た
場
合
に
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
な
ど
に
対

し
て
は
、
ポ
イ
捨
て
等
に
よ
る
散
乱
を

防
止
す
る
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
美
観

の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
の
実

施
す
る
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

つ
い
な
に
げ
な
く
、
捨
て
た
空
き
缶

や
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
が
、
ま
ち
を
汚

し
て
い
ま
す
。
ま
ち
は
、
私
た
ち
み
ん

な
の
も
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
協
力

し
て
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

ーしょ、つ。

γi 

美観保全重点匹域

納
付
の
義
務
を
果
さ
な
い
と
、
多
く

の
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

未
加
入
の
ま
ま
で
い
た
り
、
必
要

な
届
出
を
忘
れ
た
り
、
保
険
料
を
納

め
な
い
で
い
る
と
、
自
分
が
将
来
受

け
取
る
年
金
額
は
下
が
り
、
最
悪
の

場
合
は
無
年
金
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
免
除

と
追
納
の
し
く
み
を
理
解
し
て
、
将

来
の
年
金
受
給
を
確
か
な
も
の
と
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
加
入
者
が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
主
な
手
続
き
は
左
の
と
お
り

で
す
の
で
必
ず
役
場
年
金
係
で
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
、
7
0

年
金
保
験
料
の
免
除
制
度
と

年
金
関
保
の
続
き
に
つ
い
て

私
達
の
老
後
を
さ
さ
え
る
国
民
年

金
は
、
み
ん
な
で
き
さ
え
あ
う
も
の

で
す
。
で
す
か
ら
国
民
年
金
の
保
険

料
は
毎
月
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ー
し
か
し
経
済
的
な
理
由
で

保
険
料
が
ど
う
し
て
も
払
え
な
い
と

い
う
人
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
学
生

の
場
合
に
は
一
般
に
収
入
が
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
緩
和
さ
れ
た
免
除
基
準

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
そ

の
分
だ
け
年
金
額
が
低
く
な
り
ま
す

の
で
、
免
除
後
日
年
聞
に
限
り
、
保

険
料
の
追
納
と
い
っ
て
後
で
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
世
代
間
扶
養
の

仕
組
み
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
老
後

に
備
え
、
ま
た
親
の
老
後
を
さ
さ
、
ぇ
、

万
一
の
場
合
に
残
さ
れ
た
子
ど
も
遠

の
生
活
な
ど
も
保
障
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
国
民

年
金
制
度
も
、
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料

こんなとき 題書名 必要なもの

20歳になったとき 資格取得届 印鑑

四歳以上の学生 資格取得届 印鑑、学生証

厚生年金・共済組合に加入したとき 資格喪失属 印鑑、年金手緩(夫婦)、健康

(扶養されている配偶者) 第3号被保険者該当届 保険証、加入年月日の証明

結婚などにより配偶者から扶養され
第3号被保険者該当屈

印鑑、年金手帳(夫婦)、

ることになったとき 健康保険証

サラリーマンの奥さんが

①配偶者の扶養からはずれたとき
資格喪失居 印鑑、年金手帳(夫婦)、

(収入増・離婚)

③就職により厚生年金・共済組合に
健康保険証

加入したとき
種別変更届

厚生年金・共済組合の加入をやめたとき 資格取得届 印鑑、年金手犠(失婦)、
』凶ー晶“晶 晶凶 d凶晶 ““晶』晶』吋晶 晶晶晶晶』岨晶晶』岨晶・・・』圃

(扶養されている配偶者) 種別変更届 退職年月日の証明

く加入者の主本事続事〉
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県
道
大
洗
友
部
線
『
成
田
バ
イ
パ
ス
』

が
、
去
る
、

3
月

μ
日
(
金
)
開
通
し
ま

し
た
。開
通
に
先
立
ち
竹
内
町
長
を
は
じ
め

関
係
者
に
よ
る
交
通
安
全
祈
願
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
等
の
式
典
を
開
催
の
後
、
走

り
初
め
て
開
通
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
路
線
は
、
大
洗
町
と
友
部
町
を

結
ぶ
全
延
長
部
・

9
M
の
主
要
地
方
道

路
で
あ
り
、
大
洗
町
が
占
め
る
割
合
は

5
・
4
l
m
。
こ
の
う
ち
大
洗
鹿
島
線
描

沼
駅
か
ら
一
部
6
4
0
m
に
つ
い
て
は
、

昭
和

ω年
度
に
供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
更
に
成
田
高
架
橋
を
含

む
2
・
出
回
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
区
間
は
非
常
に
道
路
幅
が
狭
く

生
活
に
不
便
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
海
と
山
を

結
ぶ
道
路
と
し
て
交
通
渋
滞
の
解
消
と

地
域
振
興
に
大
き
く
役
立
つ
こ
と
で
し

ト品、「ノ。

お

県道大韓友部通
勤
、
通
学
な
ど
地
域
の
貴
重
な
足

と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
大
洗
鹿
島
線
が
開
業
日
周
年
を
迎
、
え

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
去
る
、

3
月
回

目
(
日
)
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
(
株
)
の

永
年
勤
続
社
員
(
却
年
、
初
年
)
、
好
感

度
向
上
社
員
の
表
彰
の
あ
と
、
大
洗
鹿

島
線
環
境
美
化
奉
仕
活
動
者
と
し
て
、

大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
代
表

篠
原
耕
造
)
を
は
じ
め
日
団
体
に
、
大

洗
鹿
島
線
を
育
て
る
沿
線
市
町
村
会
議

会
長
(
竹
内
大
洗
町
長
)
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
大
洗
町
高
年
者
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
花
づ
く
り
事
業
と
し
て

年
聞
を
通
じ
て
四
季
折
々
の
花
を
プ
ラ

(3)第281号

ン
タ

l
に
植
栽
し
、
大
洗
駅
利
用
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

車
問
少
年
間
関
曜
の
相
談
窓
自

青
少
年
楢
議
員
問
調
名
を
委
嘱

平
成
7
年
度
大
洗
町
青
少
年
相
談
員

が
新
た
に
却
名
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
は
、
日
頃
か
ら
地
域

の
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
の

た
め
の
指
導
活
動
及
び
青
少
年
の
住
み

良
い
社
会
環
境
、
つ
く
り
に
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。
青
少
年
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
各

地
区
に
青
少
年
相
談
員
が
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
き
い
。
(
敬
称
略
)

大 深 )11 才嬰 佐 主k 沢 関 鈴 7)( 福 関 笹 雨 黒 関 関 大 遠 大 勝 谷 堀 枝 佐
野 野 野 回 氏
i頼 作 崎 深長 井 藤 涼EA E白日 キ艮 石 λt'l、- 沼 本 野 目 沢 ;百 沢 宇艮 キ艮 山 藤 )11 キす 音E江 )11 藤

寛 正 豆同王 ~L 美 主口主 秀 道 正 幸 虎 秀 隆 文 夏 手口 福 み 美局 幸
岳 久 有日 勝 公 美 良 幸

美 i幸 次 ーコ 和 名
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璽
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

⑧
 
⑥ 
⑨ 
⑮ 
⑧ 
⑧ 

ご
ぜ
ん
や
ま
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

『
盟
事
彩
館
』
オ

i
フ

御
前
山
村
で
は
、

4
月
幻
日
(
土
)
、

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
「
四
季
彩
舘
」
が

オ
ー
ブ
ン
。
露
天
風
呂
ゃ
う
た
せ
湯
な

ど
の
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、
休
憩
施
設
も

充
実
、
豊
か
な
自
然
の
中
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

。
営
業
時
間

午
前
日
時
j
午
後
9
時
(
但
し
、
日

月
j

3
月
は
午
前
日
時
1
午
後
8
時
)

休
業
百
は
毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日

。
利
用
料
金

※

3
歳
未
満
は
無
料

〔
問
合
せ
先
〕

雷

0
2
9
5
5
(
5
)
2
6
2
6

官官 モデルさん

80~200 ミリズーム F4 オー卜

エjZ沼好男

F 8 1/250 

高橋豊和

マホオジロ

600ミリ X2.0 

去
る
、

4
月
出
日
(
金
)

掴
沼
自
然
公
園
が
全
面
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
ま
で
太
陽
の
広
場
、

展
望
広
場
、
わ
い
わ
い
広

場
な
ど
が
一
般
開
放
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

新
た
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
4

面
)
、
ォ
!
ト
キ
ャ
ン
プ
場

(
田
区
画
)
、
テ
ン
ト
サ
イ

ト
(
最
大
向
張
)
が
完
成
。
展
望
広
場

か
ら
の
凋
沼
や
筑
波
山
の
眺
望
は
絶

景
。
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
さ
れ
る
イ
ト
ト
ン

ボ
橋
(
吊
橋
)
も
魅
力
い
っ
ぱ
い
で
す
0

0
入
園
料

2
0
0
円

@
開
園
時
間

午
前
9
時
j
午
後
4
時
却
分

休
業
日
は
毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日

〔
間
合
せ
先
〕

湖
沼
自
然
公
園
管
理
事
務
所

宮

0
2
9
(
2
9
3
)
7
4
4
1

〔
評
〕
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
も
よ
く
斜

光
線
を
、
つ
ま
く
生
か
し
た
雰
囲
気
あ
る
作

品
で
す
。
モ
ノ
ク
ロ
撮
影
で
の
質
感
描
写

が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
絹
針

弘
己

〔評〕 偶然の出会いの中で捉えた作

品だと思います。背景とのノ〈ランス

がよくレンズの選択、露出も的確で、

計算された情景写真で、す。

(キ員長十 弘己)

戦
争
と
平
和
の
違
い
擢
災
者
に
送
る

義
構
会
は
誰
も
惜
し
く
は
な
い

小
野
瀬
イ
、
ン

お

しも

勝

山

美

選

人
に
会
ふ
喜
び
も
ち
て
病
む
妻
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
車
の
来
る
を
待
つ
な
り

磯

浜

宮

部

政

勝

〔
評
〕
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
」
は
、

福
祉
厚
生
の
発
達
し
た
昨
今
、
安
定

し
た
新
語
と
な
っ
て
い
る
。
永
患
い

の
妻
を
じ
っ
と
見
守
る
作
者
の
あ
た

た
か
い
眼
が
共
感
を
呼
ぶ
。
素
直
、
簡

明
に
、
そ
し
て
暗
さ
を
伴
な
わ
な
い

と
こ
ろ
に
こ
の
歌
の
よ
さ
が
あ
る
。

明
日
は
あ
す
の
風
に
ま
か
せ
て
孫
の

住
む
ア
メ
リ
カ
に
女
男
の
雛
と
発
た

む

か

舟

渡

照

沼

と

よ

子

〔
評
〕
雛
人
形
を
伴
っ
て
ア
メ
リ
カ

へ
発
つ
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
の
一

首
の
内
容
が
あ
る
。
一
・
二
句
か
ら

気
分
に
ま
か
せ
た
作
者
の
生
活
詠
と

し
て
観
賞
出
来
る
。

花
の
季
は
別
離
の
時
か
幾
人
の
去
り

に
し
人
の
笑
顔
顕
ち
来
て

成

田

杉

山

富

久

〔
評
〕
「
花
の
季
」
は
、
卒
業
、
就

職
、
そ
し
て
時
に
別
離
を
と
も
な
う

も
の
だ
。
人
生
出
発
の
巣
立
を
こ
よ

な
く
祝
う
か
の
如
き
見
事
な
桜
の
開

花
。
人
の
世
の
常
で
あ
る
「
別
離
し

も
こ
の
季
節
に
訪
れ
る
。

タ
近
く
汽
笛
鳴
ら
し
て
藷
を
売
る
岩

手
の
古
き
友
と
会
い
た
り

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
日
常
事
を
あ
り
の
ま
、
に
、

実
際
と
し
て
捉
え
た
と
こ
ろ
が
こ
の

歌
の
い
い
と
こ
ろ
。
何
で
も
な
い
と

思
わ
れ
る
生
活
の
中
に
発
見
が
あ
る
。

〔
評
〕
労
せ
ず
一
気
に
詠
ま
れ
た
歌
と

思
う
。
結
句
「
誰
も
惜
し
く
は
な
い
L

と
字
余
り
で
は
あ
る
が
効
い
て
い
る
。

化
粧
し
て
山
車
を
曳
き
ゐ
る
乙
女
ら

の
熱
気
伝
は
る
秩
父
夜
祭

蔵

前

鴨

川

靖

(
評
〕
乙
女
た
ち
の
祭
の
熱
気
が
よ

く
打
出
さ
れ
て
い
る
。
「
化
粧
し
て
し

と
具
体
的
に
詠
み
込
む
事
が
大
切
。

孫
の
来
る
知
ら
せ
を
受
け
て
い
そ
い

そ
と
妻
は
片
せ
り
鉢
と
花
ぴ
ん
と

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
大
切
な
花
瓶
な
の
で
あ
ろ
う
。

や
ん
ち
ゃ
な
可
愛
い
い
孫
が
や
っ
て

来
る
と
い
う
の
だ
。
「
い
そ
い
そ
と
」

が
こ
の
歌
を
生
か
し
て
い
る
。

春
雨
の
そ
ぼ
降
る
中
を
も
し
や
友
の

待
ち
い
ん
駅
と
思
い
て
急
ぐ

祝

町

河

野

み

よ

〔
評
〕
作
者
の
気
持
が
よ
く
出
て
い

る
。
春
雨
の
中
に
心
お
ど
る
姿
が
目

に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

何
す
る
に
も
動
作
に
ぶ
り
て
捗
ら
ず

外
れ
し
障
子
手
に
重
た
く
て

仲

町

庄

司

千

代

子

〔
評
〕
年
を
と
る
と
、
若
い
時
の
よ

う
に
カ
は
出
る
は
ず
も
な
い
。
併
し
、

歌
の
道
に
励
ま
れ
る
庄
司
さ
ん
の
、

そ
こ
に
開
か
れ
た
人
生
が
あ
る
。

結
婚
は
し
ま
い
生
む
ま
い
こ
の
思
想

町
の
行
末
如
何
に
か
あ
ら
ん

蔵

前

田

山

佳

男

(
評
〕
こ
の
作
者
、
現
在
の
社
会
情

勢
、
世
の
将
来
に
強
い
憂
い
と
願
望

を
題
材
と
し
た
歌
が
多
い
。
強
い
信
念

に
生
き
作
歌
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。



第281号 (4)

大
洗
町
で
は
、
年
聞
を
通
じ
た
町
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
外
の
観
光
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
で
活
躍
す
る
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ガ
!
ル
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格

県
内
居
住
者
で
日
歳
1
m歳
の
未
婚

女
性
(
高
校
生
は
除
く
)
国
籍
は
聞

い
ま
せ
ん
。

マ

勤

務

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
P
R
、
年
間
叩
日

程
度
、
日
当
一
万
円
を
支
給
1

す
応
募
方
法

履
歴
書
、
写
真
2
枚
(
カ
ラ

l
サ
ー

ビ
ス
判
)
上
半
身
、
全
身
各
1
枚
を

送
付
、
又
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
連
絡
先
住
所
、
電
話
番
号
、
身
長
、

体
重
と
3
サ
イ
ズ
を
明
記
。

V
入
賞
者

ミ
ス
ポ
!
ト
大
洗
・
・
:
・
・
3
名

v締
切
日

l"¥ らあおお平成7年5月8日

iままく守り@ひらがもEの
資灘保護にど協力運Tfノ

鹿島灘の海岸でとれる、はまくり・ひらがいは茨城県における

重要な漁業資源です。

茨城県では、これらの資源を保護し、有効に利用するため、潮

干狩りで使える道具、採捕できる貝類の大きさ、採捕量について

下記のとおり制限しています。 ペ
禁止事項に違反すると罰せられることがありますので十分注意

して下さい。

平
成
7
年
5
月
日
日
(
土
)

マ
書
類
選
考
日

平
成
7
年
5
月
日
日
(
火
)

V
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
7
年
5
月
回
目
(
日
)
午
前
日
時

よ
り
、
大
洗
マ
リ

i
ナ
で
開
催
。

水
着
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
服
で
行
い
ま
す
。
(
非
公
開
)

V
賞

品
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
3
名
に
は
叩
万
円

の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
、
そ
の
他
豪
華

賞
品
あ
り
。

wv
応
募
先

一T
二
一
二
|
一
三

東
茨
城
郡
大
洗
町
磯
浜
町
六
八
八
一

|
二
七
五
(
大
洗
町
役
場
内
)

ミ
ス
ポ

l
ト
大
洗
コ
ン
テ
ス
ト
係

官

0
2
9
(
2
6
7
)
5
1
1
1

(
内
線
・

3
3
1
)
〔
商
工
観
光
課
)

先
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

「
愛
の
献
血
し
に
つ
い
て
、
成
分
献
血

か
ら
全
血
献
血
に
変
吏
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
ま
ち
が
、
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日

時

5
月
ロ
日
(
金
)

午
前
9
時
叩
分

i
午
後
4
時

場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
全
血
献
血
(
捌
叫
・
側
副
)

※
成
分
献
血
は
中
止
。

問
い
合
せ
保
健
課

(
盟
加
1
5
I
I
I
-
内
線
1
2
3
)

主
催
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

大
洗
町

時の人口と世帯

(4月1日現在)

人口 20，640人(-77) 
男 10，229人(-53) 
女 10，411人(-24) 
世帯数 6，479戸(-13) 
転入 85人 転出150人
出生 11人 死亡 23人

輿 〉
柄の長さは ムリム 警警使える道呉は図に示すもの
150セン，メJ， Jレゲナl です。

! ⑧網をとりつけることは禁止

/' ，η溝、 叫品再~ ，~ されています

ーへ〈?ミ::zンり1Jレ⑧市販品を購入する場合にも、
罰主ンチメート;レ未満不澗 十分注意して下さい。

( 一一 戸

道

興類の大きさ 〕
⑧ 3センチメートル以下のハマグ 1)・

コタマガイ(ヒラガイ)をとることは

戸者二| 禁止されています。

( (3) 採捕量の制眼 ) 

⑧潮干狩で採摘出来るハマグリの量は I名1日3kg以内と

なっておりますので御協力煩います。

( ~哨探護水面〈禁漁区〉

@ここでは誰も貝類をとることはできません。

lWゐ悲育専る壱翻干舗@D[}!i=D[}!i
(守)

(2) 

成
人
病
の
中
で
も
、
が
ん
は
死
亡
原

因
の
第
一
位
を
占
め
て
い
る
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
が
、
か
つ
て
「
不
治
の
病
」

と
言
わ
れ
た
結
核
が
、
医
学
の
進
歩
に

よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
よ
う
に
、
が
ん
も

ま
た
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
防
ぐ
こ
と
、
治
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

や
定
期
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
が
、
が

ん
予
防
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

今
年
度
も
町
で
は
各
種
が
ん
検
診
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
健
康
は
か
け
が
、
え

の
な
い
財
産
で
す
。
あ
っ
と
い
う
聞
に

命
を
う
ば
う
が
ん
を
、
見
過
ご
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
積
極
的
に
が
ん
検
診

を
受
け
て
「
が
ん
制
圧
」
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
、
つ
。

〔
胃
が
ん
検
診
〕

検

診

臼

6
月
ロ
臼
岡
山

6
月
日
日

ω

6
月
比
日
出
削

6
月
日
日
嗣

6
月
日
目
日
幽

6
月
四
日
制

6
月
幻
日
制

6
月
幻
日
同

6
月
お
日
同
四

6
月
間
山
日
同

場

所

松

川

集

落

セ

ン

タ

前

夏
海
上
宿
集
会
所
前

大
貫
角
一
集
会
所
前

大
賞
集
会
所
(
上
宿
)
前

永
町
堀
割
集
会
所
前

町

保

健

セ

ン

タ

前

松
ケ
丘
住
宅
集
会
所
前

髭
釜
町
寿
集
会
所
前

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

町

保

健

セ

ン

タ

前

O
受
付
時
間

午
前
6
時
却
分
1
午
前
8
時
ま
で

O
対
象
者

却
歳
以
上
の
男
女
(
平
成
7
年
度
中

に
的
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

6
月
2
日
(
金
)
ま
で
に
「
町
保
健
セ

ン
タ
ー
し
へ
。

盟
問

1
0
1
0

申
込
者
は
、

1

日
市
名
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

検
診
の
際
は
、
ボ
タ
ン
の
な
い
肌
着

を
着
用
し
て
下
さ
い
。

〔
子
宮
が
ん
検
診
〕

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

夏
海
上
街
集
会
所
前

大
賞
角
一
集
会
所
前

電量

町!松|水!大
保|ヶj町|貫
健11王|堀|集
セ11主|害IJI会
ンj宅|集i所
タi集|会 1--;::
11会l所|左
前 i 所|前I~
前j 1前

O
受
付
時
間

午
後
ロ
時
泊
分
i
午
後
1
時
加
分
ま
で

O
対
象
者

叩
歳
以
上
の
女
性
(
平
成
7
年
度
中

に
叩
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

6
月
2
日
(
金
)
ま
で
に
「
町
保
健
セ

ン
タ
ー
」
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

盟
加

1
0
1
0

申
込
者
は
、

1

目
別
名
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

昨
年
度
に
検
診
予
約
を
さ
れ
た
方

は
、
今
回
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
な

お
、
都
合
に
よ
り
検
診
場
所
を
変
更
す

る
方
は
、
早
白
に
ご
連
絡
下
き
い
。

検
診
の
際
は
、
必
ず
ス
カ
ー
ト
を
着

用
し
て
き
て
下
さ
い
。

〔
乳
が
ん
検
診
〕

検

診

臼

6
月
お
日
開

6
月
初
μ
白

川
W

6
月
お
日
附

ウ

i
円
月

q
u
口
U

河口

7
月
5
日

制

7
月
げ
日
開

7
月

m
B
ω

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

町
保
健
セ
ン
タ
ー

町
保
健
セ
ン
タ

町
保
健
セ
ン
タ
ー

町
保
健
セ
ン
タ
ー

町
保
健
セ
ン
タ
ー

町
保
健
セ
ン
タ
ー

O
受
付
時
間

午
後
1
時
i
午
後
2
時
ま
で

O
対
象
者

却
歳
以
上
の
女
性
(
平
成
7
年
度
中

に
却
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

6
月
間
日
(
金
)
ま
で
に
「
町
保
健
セ

ン
タ
ー
」
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

雷

揃

1
1
0
1
0

申
込
者
は
、

1

日
日
名
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

検
診
の
際
は
、
必
ず
パ
ス
タ
オ
ル
を

ご
持
参
下
さ
い
。

〔
大
腸
が
ん
検
診
〕

(
検
査
容
器
配
布
期
間
)

6
月
ロ
日
(
月
)
j
7
月
日
日
(
火
)

(
検
査
容
器
配
布
場
所
)

回
円
か
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

(H 7.4.7現在)

開催日 開始時間 催 喜善 内 v世キー‘ 開催場所 支 4催 入場方法

5月19白幽 9 : 00- 茨城県高等学校PTA逮合会総会 ホール 崇高等学校PTA連合会 関係者

5月21B (臼) 10: 00- 茨城の民謡コンク ル大会 ホール 茨城県民謡民舞連合会 無 料

5月23日(火) 9 : 00- 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

6月4日(日) 10: 00- おらが茨城の唄民謡大会 ホール 茨城県弐謡協会 金正 料

(5/時~告/4)
=""'主
、ー曲=-

会
場
及
ぴ
阿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付
。

(
検
便
持
参
日
及
び
場
所
)

7
月
刊
日
(
月
)
・

7
月
日
日
(
火
)
・

1
月
抗
日
(
金
)

町
保
健
セ
ン
タ
ー

(
対
象
者
)

制
歳
以
上
の
男
女
(
平
成
7
年
度
中

に
剖
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

(
検
査
方
法
)

使
潜
血
反
応
検
査
2
回
法

(
2
日
間

使
を
採
取
し
、
血
液
が
ま
じ
っ
て
い
な

い
か
調
べ
る
も
の
)

《
各
検
診
共
通
事
項
〉

@
各
検
診
と
も
料
金
は
無
料
で
す
。

@
m
w
歳
以
上
の
方
は
、
検
診
の
際
「
健

康
子
帳
」
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

@
検
診
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
盟
加

1
0
1

0
)
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(密266-2442)へお問い合わせ下さい。

業

名
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事

( 2丁目 4区)
ひろあき

山本裕昭ちゃん

( 2歳 3ヶ月)

立す

-
時
∞
分

2
時
∞
分

1
時

ω分
2
時
∞
分

l
時
∞
分

2
持

ω分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

9
時
∞
分

日
時
吋
∞
分

l
待
日
分

2
時
日
分

l
時
∞
分

2
時
∞
分

象

者

受
付
・
実
施
時
間

一
般
診
査
・
相
談

前
年
度
基
本
健
康
診
査
で
要
指
導
の

方
及
び
一
般
住
民

満
三
歳
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

三

歳

児

健

診

母
と
子
の

虫

商

予

防

教

室

児

健

圭人
ロク

4
歳

1

5
歳
の
児
童
及
び
母
親

生
後

3
ヵ
月
j
4
ヵ
月
の
乳
児

生
後

6
ヵ
月

i
8
力
月
の
乳
児

手L

η〆

6

/
山幽脳

I昆

平重

メ入
口

6 
/ 
(丹)5 

言3t

生
後

3
ヵ
月

1
ω
ヵ
月
ま
で
の
者

生
後
3
力
月

l
必
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

戸上

子千

本日

6 
/ 
(月)5 

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

母
親
及
ぴ
乳
幼
児

一
般
診
査
・
相
談

前
年
度
基
本
健
康
診
査
で
要
指
導
の

方
及
び
一
般
住
民

6 
/ 
(水:)7 〔

機
能
囲
復
訓
練
〕

午 午
後 o 0 0 0 前
σコ6 5 5 5σ〉
部月月月月部
言川 9 30 23 12 言川
市凍日日臼臼革束
手幽(火)(火)幽手

竿 000曹
日寺 6 5 5 時三
1 月月月 i
午 226 19午
千五ミ 日日 B 所i
尋 幽幽幽品

鍵
康
合
民
(
ご
ま
)

ご
ま
は
、
昔
か
ら
強
壮
剤
・
長
寿

食
品
と
い
わ
れ
、
薬
餌
と
し
て
珍
重

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
)
ま
化
す
」
と
い
う
こ
と
は
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
ん
な
食
品

で
も
ご
ま
で
調
理
す
れ
ば
か
お
い
し

く
化
け
る
。
こ
と
か
ら
出
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に

そ
の
食
品
に
不
足
す
る
成
分
を
補
っ

て
す
ば
ら
し
い
食
べ
物
に
変
化
さ

せ
る
と
い
う
意
味
も
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
ま
は
小
さ
な
粒
の
実
で
す

が
、
そ
の
中
に
は
驚
異
的
な
滋
養
が

ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
タ

ン
パ
ク
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
欽
・
ビ

タ
ミ
ン

n
m
-
E
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が

0
5
月
日
日
間
内
科
医
診
察
指
導

0
6
月
6
日
開
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
が
必
要
な
方
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

き
わ
め
て
多
く
、
さ
ら
に
浄
血
効
果

の
大
き
な
リ
ノ
|
ル
酸
や
リ
ノ
レ
ン
酸

な
ど
の
不
飽
和
脂
肪
酸
が
多
量
に
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
血
管
の
若
返
り

ゃ
血
圧
を
下
げ
る
働
き
な
ど
の
す
ぐ

れ
た
効
果
、
栄
養
効
果
も
あ
り
ま
す
。

ご
ま
は
粒
の
ま
ま
で
料
理
し
て
も
、

ほ
と
ん
ど
消
化
し
ま
せ
ん
の
で
、
煎

っ
て
刻
ん
だ
り
、
す
り
つ
ぶ
し
た
り

す
る
と
、
ご
ま
の
委
ば
し
い
香
り
が

出
て
、
素
材
の
味
を
ひ
き
た
て
、
消

化
も
よ
く
な
り
ま
す
。

春
は
野
菜
の
豊
富
な
季
節
で
す
。

ご
ま
・
ご
ま
油
な
ど
を
じ
よ
う
ず
に

使
っ
て
、
春
な
ら
で
は
の
手
料
理
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

(
栄
養
土
・
野
口
洋
子
記
)
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